
2
0
0
2
～

0
3
年

度

国
際

ロ
ー
タ

リ
ー
・

テ
ー
マ

2
0
0
2
～

2
0
0
3

(
6
0
)

ヽヾ
い
ざV

S
l
e
c
l
d
タ
グ

′
・
(
ψ

"
′

r

テ
レ

ビ
の

見
方

T
B
S
系

列
の

1
時

間
番

組
の
終

了
時

間
(
お

お
よ

そ
5
1
分

)

5
1
分

か
ら
5
4
分

は
C
M
時

間

1
日

の
C
M
チ

ャ
ン

ス
は
9
0
秒

の
場

合
が

多
い

知
っ
て

い
れ

ば
C
M
時

間
を
有

効
に
利

用
で

き
る

こ
の

秋
の

業
種

別
ス

ボ
ン
サ

ー
の

動
向

自
動

車
―

リ
ス

ト
ラ

の
完

成
か

?
活

発
化

タ
イ

ヤ
ー
例

年
に

増
し
て

大
量

に
C
M
が

流
れ

る

移
動

通
信

一
ひ

と
段

落
か

'
例

年
よ

り
減

少

C
M
の

中
に

も
経

済
が

読
め

る
側

面
が

あ
る

全
体

の
景
気

予
測

の
例

温
泉
・

ハ
ウ

ス
食

品
の

出
稿

状
況

か
ら
見

る
景

気

V

2
0
0
2
～

0
3
t
F
□
=

国
際
ロ
ー
タ

リ
ー
会
長

ピ
チ
ヤ
イ
・

ラ
タ
ク
ル

慈
愛

の
種

を
播

き
ま

し
ょ
う

小
笠
原
	

著
会

長
テ

ー
マ
	
『

仲
間

を
増

や
し

□
―
タ

リ
ー
を
広

め
よ

う
′
』

以

(
会
報

担
当

者
:
藤

H
l
	
l
「

男
副

委
員
長

)

▼

●ヽ
●
●
′

篠
■

|
|
|
‐

|
|
|
|
|

例
■
)
第

1
3
号

1
0
月

2
日

(
水

)

☆
会

長
	
小

笠
原

孝
	
	

☆
幹

事
	

増
田

定
雄

。
テ

レ
フ

ォ
ン
サ

ー
ビ
ス

(
例
会

移
動

案
内

)
電

話
2
6
-
3
1
7
0
番

例
会
場

:
函

館
国

際
ホ
	
テ

ル

例
会
日

:
毎
週
水
曜
日
	
1
2
i
3
0
～

1
3
1
3
0

〒
0
4
0
硼

“

函
館
市
大
手
町
5
-
1
0

T
[
[
2
3
5
1
5
1

1
[
曖
}
3
8
7
0

函
館
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
報

T
h
e
	
W
e
e
k
l
y
	
R
e
p
o
r
t
	
o
f

I
I
a
k
o
d
a
t
e
	
N
l
o
r
t
h
	
R
.
C
.

8
名

出
席

卒
対

象
会

同

2
名1
名

1
3
名

5
0
名

出
席

規
定

免
除

会
員

当
	

日
	

欠
	

席
3
5
名

1
,
	
「
1
	
	
1
1
1
	
	
1
お

会
	
	
	
H

3
8
名

3
名

出
ル「

1
l
I

―
―

一
●
1
1
	
	
	
,
■
'
	
	
	「

,
	
	
	
	
●

|

8
0
.
8
5
%

他
ク

ラ
ブ

出
席

本
日
の

プ
ロ
グ

ラ
ム

ク
ラ
ブ
・
フ
ォ
ー

ラ
ム

「
大
谷
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
の
韓
国
訪
間
の
報
告
会
」

川
村

宏
人

イ
ン

タ
ー

ア
ク

ト
委

員
長
	
	
_
_
_
	
_

大
谷
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
メ
ン
パ
ー
及
び
顧
間
教
授

次
回

・
1
0
月

9
日

プ
ロ
グ
ラ
ム

事
務局

1
函館
市
大手
町
}
1
0
ニ
チ
ロビ
ル
4
F

第
2
5
1
0
地

匡
	
第

1
1
グ
ル
ー
プ

《
第

1
8
9
0

◎
9
月

1
1
日

出
席

報
告

出
席

率
規

定
免

除
会

員

「
'
覇

F
′"
	
	
	
」

」
」■■■

1
ロ

9
月

2
5
1
1
■

話
	
1
1
1
中
	

敏
彦

氏

回

「
市
制

8
0
年

を
迎
え
た
函
館
に
つ
い
て
」

“函
館
市
制
実
施
記
念
写
真
を
見
て
'
'
	
	
久
保
田	

実	
氏



(
5
9
)

久
保

国
会

員
…

…
気
持

ち
の

良
い
秋

晴
れ

で
す

ね
。

藤
野
	

会
員
…

…
B
O
X
に

協
力
。

山
下

(
亡

)
会

員
…
…

誕
生

月
で
花

束
を

い
た

だ
き

ま
し
た
。

千
葉
	

会
員

…
…

七
電
浜

の
慰
霊
碑
清
掃
で
は
大
変
お

世
話

に
な

り
ま

し
た
。

大
谷
	

会
員
…

…
皆
様

の
健

康
を
願

っ
て
。

石
橋
	
会

員
…

…
友

人
3
名

と
千
軒

岳
を
縦

走
し
、
天
気

に
も
恵

ま
れ

良
い
汗

を
流

し
て

き
ま

し
た
。

ツ

0
卓

話
	
「
テ

レ
ビ
の
C
M
に

つ
い
て
l
	
	
H
B
C
函

館
放

送
局

局
長
	

田
中
	

敏
彦

氏

く
ま

と
め

〉

函
館

放
送

局
の
仕

事

T
V
	
6
	
c
h
	
	
R
	
9
	
0
	
0
k
h

報
道
・

営
業
・

ラ
ジ
オ
公

開
録

音
の
制

作
C
t
C
.

民
間

放
送

の
営

業
と

言
う
仕

事
.
商

品

T
v
ス

ポ
ッ

ト
の
効

果

1
.
消

費
者

に
対

す
る
効

果

ホ
商

品
(
銘
柄

)
の

知
名

度
を

L
げ

る

*
即

効
的

購
買
行

動
を
誘

引

*
安

定
し
た
需

要
を
確

保

2
.
デ

イ
ー

ラ
ー

プ
ッ
シ

ュ

*
小

売
店
等

で
の

商
品

の
取
扱

率
を
高

め
る

十
店
頭

陳
列

面
積

の
確

保
・

拡
大
化

酒
類

メ
ー

カ
ー

の
例

3
.
イ

ン
ナ

ー
プ

ッ
シ

ュ

*
社

内
活
性

化
。
モ

ラ
ル

ア
ッ
プ

*
訪

問
販

売
や

自
社

営
業
マ

ン
の

た
め

の
環

境
づ

く
り

ポ
ー

ラ
化
粧

品
「
愛

の
劇

場
,
の

例

訴
求

対
象

に
ょ

っ
て
C
M
露

出
が
変

化

勤
労

者
(
逆
L
)
～

主
婦

(
全

日
)

C
M
の

効
率
的

な
利

用
(
局
都

合
・

ス
ポ

ン
サ

ー
都

合
共

に
)

訴
求
対

象
に
応

し
た

ラ
ン
ク
別

の
セ

ッ
ト
セ

ー
ル

ス

民
間

放
送

1
局

あ
た

り
の
C
M
本

数
(
1
5
秒

)

月
約

2
0
,
0
0
0
本

十
提

供
約

1
0
.
0
0
0
本

(
1
日

約
1
,
o
0
0
本

)

1
司

累
積
視

聴
率
(
G
R
P
	

グ
ロ
ス
・

レ
イ

テ
ィ

ン
グ
・

ポ
イ

ン
ト

)

月
約

1
1
0
,
o
o
o
%
～

1
2
0
.
0
0
0
,
`

視
聴

率
の
話

し

G
R
P
が

5
0
0
%
で

エ
リ
ア
世

帯
の
約

8
0
%
に

訴
求

G
R
P
が

1
0
0
0
%
で

エ
リ
ア
世
帯
の
約

9
0
数

%
に

訴
求

広
告
効
果
と
し
て
、
あ
る
程
度
予
測
が
可
能
で
大
き
な
効
果
が
あ
る

V

◎
司
	
	

会
	

小
笠

原
	

孝
会
長
	
	
	
	
0
斉

	
	

唱
	

我
等

の
生
業

◎
ビ
ジ
タ

ー
	

函
館
R
.
c
.
木

村
英

夫
君
・

中
山
浩

一
君
・

高
橋
研

二
君
・

吉
川

孝
佳

君
、

函
館

五
稜

郭
R
.
C
.
大

|
]
向

豊
吉
君
・

黒
田
博

史
君

◎
会

長
報

告
	

小
笠
原
	

孝
会
長

○
臨

時
理

事
会

報
告

斉
藤

国
際

奉
仕

委
員

長
が

入
院

中
の
た

め
、

退
院

す
る

ま
で

小
池

会
員

に
委

任
致

し
ま
す
。

O
和

歌
山
城

南
R
_
c
.
よ

り
創

立
1
5
月

年
記
念

例
会
は
、

4
月

5
日

(
■

)
に

行
わ

れ
ま
す

と
の

ご
案

内
.

が
来

ま
し
た
。

◎
委

員
会

報
告

●
親

腱
活
動

委
員

会
	

増
山
	
	
,
[
委

員
長

〇
先
週

例
会
時

、
テ
ー

プ
ル

デ
ィ
ス

ヵ
ツ
シ

ョ
ン
を

し
ま

し
た

が
、

ぃ
か

に
会
員

を
増

や
し
楽

し
い
北

R
.
C
.
に

す
る

に
は

ど
う

し
た

ら
良

い
か

?
を

討
論

し
ま

し
た
が

、
1
夜

r
"
尋
例

会
や

皆
が

楽
し
め

る
ス

ポ
ー

ツ
例

会
や

家
族

例
会

を
増

や
し
た

ら
ど

ぅ
か

?
」

と
ぃ

ぅ
意

見
が

多
く
出

さ
れ

ま
し
た

.
0
1
0
月

2
3
日

の
例

会
を
移

動
例

会
と

し
、

1
0
月

2
0
1
1
(
日

)
グ

リ
ン

ピ
ア
大

沼
に
お

い
て
.
家

族
例

会
を
す

る
こ
と

に
決

定
致

し
ま

し
た
。
(
詳
細

は
後

日
、

発
表
致

し
ま
す
。
)

◎
幹

事
報

告
	

増
田
	

定
雄

幹
事

(
5
8
)

◎
親
睦
活
動
委
員
会
	
増

山
ニ

コ
ニ

コ
B
O
X
投

入
報
告

小
笠
原

会
長

…
…
B
O
X
に

協
力
。

新
	
	

会
員

…
…
	
	

″

中
野
	

会
員

…
…

石
橋

さ
ん

が
受

付
に

い
ま

し
た

の
で
。

松
見
	
会
員
… …

…久
し
ぶ
り
で
す
。

0
世

界
障

害
者

会
議

の
支
援

に
あ
た

り
、
会

長
・
人

5
0
0
円

を
第

2
四

半
期

の
会

費
と

― ‐緒
に
お

願
い
	

●
し
ま
す
。

O
地

区
大

会
の
参
加

を
本

|
]
で
締

切
と
さ
せ

て
い
た
だ

き
ま
す

の
で
、

ご
希

望
の
会

員
は
幹

夕
迄

お
中

込
下

さ
い
。

O
函

館
五
稜
郭
R
.
c
.
9
月

2
7
日
・
1
0
月

4
日

の
例

会
は

共
に
移

動
例

会
、

函
館

東
R
.
c
.
l
o
月

8
日

の
例

会
は
移

動
例

会
に
変
更

で
す
。

2
0
0
2
～

2
0
0
3
〈

第
1
8
8
9
回

例
会
〉
第

1
2
号

9
月

2
5
日

の
記

録

1
1
:
委

員
長

ツ


